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第 1 章は、序論であり、フォトニック結晶の研究背景と、3 次元フォトニック結晶の
利点について述べられている。 
 





























っている。その結果、伝搬させたい距離を 500 μ m、許容されるクロストークの値を
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-40dB としたときに、並列配置の場合は面内に 6-7 μm，積層方向に 5.5 μm だけ離す

































（続紙 ２ ） 
 


















（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28 年 8 月 22 日、論文
内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
